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　　It is important to study the influence of specimen geometry on tensile properties in reduced-
activation ferritic steel for fusion reactors not only for understanding the specimen size effect in 
neutron-irradiated materials but also for designing the fusion blanket structure with thin plate 
materials. The tensile properties of ferritic steel F82H specimens with various aspect ratio （the 
width over the thickness of gauge section） were measured at room temperature. The proof stress, 
tensile strength and uniform elongation were independent of the aspect ratio, but the fracture stress 
and maximum elongation were dependent on the ratio. The parameters in uniform elongation range 
in stress strain curves such as proof stress and work hardening exponent are materials constant 
independent of specimen geometry. On the other hand, the parameters in non-uniform deformation 
range such as necking deformation and fracture elongation are constant dependent on the geometry.
Keywords : fusion blanket, reduced activation ferritic, mechanical properties, tensile strength, small 
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　F82H 鋼の ESR 材（300kg エレクトロスラグ再溶解




径は約 70 μ m である。標準熱処理条件例と合金組成は
以下のとおりである。
・標準熱処理条件例（BA07 材）





　図 1 にアスペクト比 1.0 の試験片寸法図を示す。仕
上げ精度は平行部断面で± 0.01mm，平行部長さで±
0.05mm，試験片全体の厚さは＋ 0.03mm 以内である。








































































　アスペクト比 1 の試験片とアスペクト比 19.3 の試験






た。アスペクト比 1 の引張試験片の破断面から約 2.2mm














　図 7 は ESR 材の公称応力 - 公称ひずみ曲線である。
ひずみは絶対値で応力は MPa で表現している。公称応
力σ o（（荷重F）/（初期断面積Ao））と公称ひずみε o （（長
さ変化Δ l）/（初期長さ lo））から真応力σ（σ =（σ o



















⑴ 0.2% 耐力と引張強さ 
　0.2% 耐力σ 0.2 と引張強さσ u のアスペクト比依存性















図 7 ESR 材の応力 - ひずみ曲線（公称）
図 8 BA07 材の応力 - ひずみ曲線（公称）
図 9  0.2% 耐力と引張強さのアスペクト比依存性（ESR 材）
図 10 0.2% 耐力と引張強さのアスペクト比依存性（BA07 材）








この点で ESR 材と BA07 材での傾向の違いはない。
⑷絞り率
　延性の目安となる絞り率 R のアスペクト比による変
化を ESR 材と BA07 材について図 14 に示す。両方の材
料において絞り率はアスペクト比にほとんど依存しな




　アスペクト比 2.62 の試験片のくびれ発生状況を図 15






　図 17 はアスペクト比 19.3 の薄板試験片におけるくび
れ発生状況である。また，図 18 はくびれ発生状況に対








図 14  絞り率のアスペクト比依存性
図 15 アスペクト比 2.62 の試験片のくびれ
発生状況（左から①，②，③，④）







丸棒やアスペクト比 1 に近い角材ではほぼ 90°であるが，
アスペクト比が大きくなるにつれて変化し最大で約 60
度まで傾く。



























図 17 アスペクト比 19.3 の試験片の
くびれ発生状況（左から①，②，③，④）
図 18 くびれ発生状況と応力 - ひずみ曲線との対応（w/t 19.3）
図 20 ESR 材の破断面角度
図 21 BA07 材の破断面角度




















約 1 μ m であり，よく伸びた粒の寸法は幅約 0.3μm，



















































k は厚さ方向と幅方向の歪の比（εｔ / ε w）であり，ア











は 0.08 ～ 0.10 であるのに対して，均一伸びε u は平均
値が ESR 材で約 0.06 で BA07 材で 0.07 である。したがっ

















































































ているアスペクト比の範囲（1 と 2 の間）では機械的性
質に差は生じないと判断できること，ただし重照射材で
は照射硬化により変形の初期から不均一変形になると予
想されることから非照射材に比べアスペクト比の影響が
大きくなることに注意すべきである。
5.2 今後の課題
　本研究に関連して今後の課題をまとめる。
・低放射化フェライト鋼は高温かつ中性子重照射下で使
用される。したがって本研究の室温試験で得られた機
械的性質に及ぼす試験片形状の影響が，高温試験ある
いは照射後試験においてどのようになるのかを調べる
ことが重要である。
・アスペクト比の影響が特に大きい不均一変形領域にお
けるくびれ変形や破断の機構をさらに明らかにするた
めに，引張強度特性のひずみ速度依存性や薄板試験材
における変形帯の発達などを調べることが重要であ
る。
・オーステナイト鋼や他の実用鋼を含めて微小試験片の
形状効果を系統的に調べることは興味深い。
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